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1. 緒 言

マ ー ス ・カ ニ ン グ ハ ム(Merce Cunningham

1919-)は、70年 代 にい ちは や くビデ オ/フ ィル ム

ダ ン ス の 創 作 に着 手 した 先 駆 者 の 一 人 で あ り、

チ ャー ル ズ ・ア トラ ス(Charles Atlas)な どの 映 像

監 督 との共 同作 業 に よ って 作 品 をて が け て きた。

こ の ビデ オ/フ ィル ム ダ ン ス(video/filmdance)と

は、 舞 台 で上 演 され る作 品 の 記 録 映 像 とは 異 な り、

カ メ ラ の表 現 性 を活 か した カ メ ラの 為 に振 付 け ら

れ た ダ ンス映 像 を指 す。1)

カ ニ ン グ ハ ム の 映 像 作 品 は、1974年 に 初 作 品

『Westbeth』 を発 表 して 以 来、 映 像 に あ りが ち な

余 分 な装 飾 効 果 な ど を一 切 省 い た シ ン プ ル な空 間

構成 や、2)ビ デ オや フ ィル ム とい っ た 映 像 メ デ ィ

ア特 有 の 時 間 的 ・空 間的 性 質 を活 か し、 カ メ ラ と

ダ ンス の動 きの調 和 を微 妙 なバ ラ ン スの も とで 成

立 させ て い る点 な どが 高 く評 価 され て き た。3)

カニ ン グハ ムの ビ デ オ/フ ィル ム ダ ンス に関 す

る 先 行 研 究 は、D. バ ー グ ハ ン(David Vaughan)

の 作 品 『Locale』 と 『Channels/Inserts』 を検 討 した

論 文、4)ま たR. ロ ーバ ー(Richard Lorber)の 作 品

『Westbeth』 を 分 析 した 論 文 が あ る。51こ こで は

そ れ ぞ れ の 作 品 に お け る振 付 け とカ メ ラ ワ ー ク に

つ い て 比 較 的 詳 し く考 察 さ れ て い る。 今 まで に

個 々の 作 品 につ い て の研 究 は 行 わ れ て い る が、 彼

の ビ デ オ/フ ィル ム ダ ンス に共 通 す る特 徴 を総 括

した研 究 は 見 当 た らな い。 従 っ て 本論 稿 で は、 ま

ず カ ニ ングハ ム が ビデ オ/フ ィル ム ダ ンス の創 作

に着 手 す る こ と に な った 要 因 を明 らか に した 後、

彼 が 映 像 メ デ ィアの 性 質 を どの よ う に と らえ て い

る の か を探 る。 そ して そ れ らの 考 え に基 づ き彼 が

どの よ う に作 品 を形 成 して い った の か を見 る た め

に、 全11作 品 を検 討 し、 特 に70年 代 後 半 か ら80年

代 初 期 の 三 つ の ビデ オ/フ ィル ム作 品 に焦 点 をあ

て、 時 間 ・空 間的 視 点 か ら考 察 す る。 この70年 代

後 半 か ら80年 代 初 期 と は、25年 に もわ た る 映 像 作

品創 作 活 動 の 中で もカニ ン グハ ム が 最 も精 力 的 に

創 作 に取 り組 ん だ時 期 で あ り、 カ メ ラ ワー クの 実

験 を通 して 彼 独 自の ビ デ オ/フ ィル ム ダ ンス の 表

現 形 式 を獲 得 して い っ た時 期 と して 重 要 で あ る。

従 って本 研 究 で は カ ニ ングハ ムの 映 像 作 品 にお け

る撮 影 技 術 の変 化 の過 程 を よ り明 確 にす る ため に、

この 時期 の代 表 的 な三 つ の作 品 『Fractions』(1977)

/『Locale』(1979)/『Channels/Inserts』(1981)

を分析 対 象 とす る。 そ して最 後 に、 映 像 メデ ィア

へ の取 り組 み が、 そ の後 の彼 の振 付 け ス タ イル に

ど う影 響 を 及 ぼ した の か につ い て検 討 す る。 以 上

の 点 か ら カニ ン グハ ム の ビデ オ/フ ィル ム ダ ンス

の特 性 を 明 らか にす る の を 目的 とす る。

2. 研 究方 法

(1)文献 研 究

カニ ン グハ ム の ビデ オ/フ ィル ム ダ ン ス に 関す

る 書 籍、 ま た 作 品 に対 す る 新 聞 ・雑 誌 の 批 評 文

(46件)な どの 海外 の文 献 の考 察。

(2)VTR研 究

カニ ン グハ ム の 映像 作 品数 は1999年 まで の段 階

で11作 品 にの ぼ る が、『Fractions』(1977)/『Locale』

(1979)/『Channels/Inserts』(1981)の 三作 品 の他、

作 品 全 体 の 流 れ を把 握 す る た め に残 りの8つ の ビ

デ オ/フ イル ム ダ ン スVTR-『West-beth』(1974)

/『Blue Studio』(1975)/『Squaregame』(1976)/

『Roamin'I』(1980)/『Coast Zone』(1983)/『Deli

Commedia』(1985)/『Points in Space』(1986)/『Beach

Birds For Camera』(1992)-を 収 集 し参 照 した。

カニ ン グハ ムの 映 像 作 品 の 創 作 活 動 は、 チ ャー

ル ズ ・ア トラ スが 映 像 監 督 を担 当 して い た1974年

か ら1983年 の 間 と、 エ リ オ ッ ト ・カ プ ラ ン(Elliot

Caplan)が 監 督 を引 き継 い だ1983年 以 降 の 二 期 に

分 け る こ とが で き る。 ア トラ ス監 督 時 代 は映 像 に

対 して素 人 で あ っ た カ ニ ン グハ ムの 模 索 の時 期 で

あ り、 シ ンプ ル な カ メ ラ操 作 に始 ま っ て、 徐 々 に

技 術 を 向上 させ なが ら複 雑 な カ メ ラ ワ ー ク を行 う

よ うに な っ て い っ た。11作 品 中8作 品が こ の時 期

に創 られ て い る。 一 方80年 代 半 ば よ り映 像 監 督 に

就 任 した カ プ ラ ンは ア トラ ス の路 線 を 引 き継 い だ

が、 カ ニ ン グハ ム の新 しい カ メ ラ ワ ー クへ の挑 戦

は 以前 ほ どな く、80年 代 半 ば以 降 の カ メ ラ の撮 影

技 術 に 大 きな 変 化 は 見 られ な い。 以 上 を ふ まえ て

本研 究 で は ア トラ ス監 督 時代 の 三作 品 に特 に焦 点

をあ て る。

(3)記号 表 記
・日本 語 に訳 した もの で、 固 有 名 詞 は 初 出 時 に

カッコ( )をつ け、 原 語 を記 す。

・作 品 名 は 基 本 的 に 原語 を 『』 で 囲 ん で記 す。

・引 用 文 で わ か りに くい 箇 所 は、[]を つ け、 筆

者 が 前 後 の 文 脈 か ら内 容 を補 う。

3. ビデ オ/フ ィル ム ダ ンス 制作 の き っか け

D. バ ー グハ ン に よる と、 カニ ン グハ ム は幼 少 時

ブ レ ッ ド ・ア ステ アの ダ ンス 映 像 に影 響 を受 け て
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育 っ た た め、 ダ ンス を普 及 させ る手 段 と して映 像

メ デ ィアが 大 変 有 効 で あ る と早 くか ら認 識 してい

た とい う。6)こ う した ビデ オや フ ィ ル ム とい う映

像 へ の幼 少 時 か らの 興 味 に加 え、 カニ ングハ ム は、

70年 代 初 期 テ レビの 普 及 が 人 々 に もた ら した感 覚

の変 容 に、 強 い 関 心 を寄 せ て い た。7)独 自の 時 間 ・

空 間的 性 質 を もつ 映 像 メ デ ィア は 人 々の 生 活 にお

い て視 覚 ・聴 覚 の 在 り方 に作 用 し、 視 覚 的 芸 術 で

あ る ダ ンス の見 方 に も確 実 に影 響 を及 ぼす と考 え

た ので あ る。 しか し彼 はそ の よ う な テ ク ノ ロ ジ ー

が もた らす 感 覚 の 変 容 とい う状 況 を悲 観 視 せ ず、

む しろ積 極 的 に映 像 メ デ ィアの 特 質 を と ら え、 そ

れ を活 用 す る こ とで ダ ン スの 新 しい 可 能 性 が 開 け

る と見 な してい た。 この テ ク ノ ロ ジ ー に対 す る態

度 は、 カニ ン グハ ム と共 に約50年 に もわ た って 共

同作 業 を行 っ て き た ジ ョ ン ・ケ ー ジ(John Cage

1912-1992)と 共 通 す る部 分 が あ る。 も と も と発 明

家 を父 に もつ ケ ー ジ は テ ク ノ ロ ジー に対 し常 に開

か れ た態 度 を もって お り、 テ ク ノ ロ ジー が もた ら

す 利 益 の 普 及 を説 くバ ック ミン ス ター ・フ ラー の

思 想 を大 変 賞 賛 して い る。8)ケ ー ジ の 態 度 に 影 響

を受 け なが ら、「テ ク ノ ロ ジ ー は人 を と りま く空 間、

動 きの フ ォル ム を視 覚 化 し、 動 きの タ イ ミン グ を

告 げ て くれる。…[テ ク ノ ロジ ー]を も って 振 付 け

す る こ とは十 分 可 能 だ し、魅 力 を感 じる。」9)と カ

ニ ングハ ム は テ ク ノ ロ ジー に対 す る期 待 と興 味 を

語 っ てい る。

ま た、 カニ ン グハ ムの 映 像 作 品 へ の 取 り組 み は、

映 像 監 督 チ ャ ー ル ズ ・ア トラス との 出 会 い が 大 き

く影 響 してい る。 ア トラ ス は1967年 ス ワ スモ ア大

学(Swarthmore College)を 中退 しニ ュー ヨー ク に

移 り、1969年 の4月 に カ ニ ン グハ ム ダ ン ス カ ンパ

ニ ー に舞 台 監 督 と して や って き た。 そ れ 以 来 カ ン

パ ニ ー で は舞 台 監 督/照 明 デ ザ イ ナ ー/衣 装 デ ザ

イ ナ ー/映 像 監 督 な ど多 様 な仕 事 を こ な して きた。

カ ニ ングハ ム は ア トラ ス につ い て 次 の よ う に述 べ

て い る。

私 は[映 像 作 品 の 創 作 を]チ ャ ー リー な しに

はで きなか っ た。 私 達 が 作 業 を始 め た時、 彼 が

もっ て い る カメラの 知 識 は 私 に と って 大 変 重 要

で あ っ た。 彼 は カメラの 知 識 だ け で は な く、 ダ

ンスの動 き につ い て も優 れ た 目 を もっ て い た。10)

60年 代 か ら70年 代 初 期 に か け て、 一 般 に ビ デ オ

/フ ィル ム ダ ン ス の 制 作 上 一 番 問 題 に な っ て い た

の は、 振 付 家 と映 像 監 督 の互 い に対 す る理 解 の 欠

如 で あ っ た。 カ メ ラ側 は ダ ンス に対 して基 本 的 な

知 識 しか もたず、 振 付 家 もカ メ ラ の性 質 や その 創

造 的可 能 性 につ い て十 分 に理 解 して い な い場 合 が

多 か っ た。1969年、 元 ダ ンサ ー で そ の後 映 像 監 督

に な り作 品 を 創 っ た マ リ ア ・バ リ ト ン(Maria

Harriton)は 『ダ ンスマ ガ ジ ン』誌 上 にお い て、 ダ

ンス と カ メラ の融 合 を妨 げ て い る主 要 な原 因 と し

て、ダンスの動 きを優先させカメラをあ くまで受

動的な役割に限定させようとする振付家の根強い

意識を挙げている。11)このようなお互いに対する

不十分な理解により、カメラの特質が全 く活かさ

れない作品や、振付家の意図やテーマをくみとら

ない作品が70年 代当時多 く生み出されていた。 こ

うした中で、 カニングハムとア トラスのパー ト

ナーシップは、 〈振付家一映像監督〉の関係では

珍 しい成功例として大変注目をあびていた。12)

カニングハムは様々な芸術家たちとの共同作業

を行ったが、その際作品の時間や最低限の情報の

み彼らに与え、後は彼らの自由な発想 を受け入れ

てきたのはよく知られている。ア トラスとの共同

作業においてもこのようなカニングハムの柔軟な

姿勢がうまく作用 したと考えられる。彼 らは話 し

合いを通 してダンスとカメラの動 きのイメージを
一致 させ なければな らなかったが、ア トラスは

「譲歩 しなければならなかったことは一度 もな

かったように思える。それはパー トナーと踊るよ

うなものだった。」と述べてお り、そのパー トナー

シップの成功の理由として、相手の要求に敏感に

反応するカニングハムの姿勢を挙げている。13〕し

か しア トラスもまたカニングハムとの長いつ きあ

いを通 してその振付け理念をよく理解 してお り、

彼の意向を常にくみ取ろうと努力 していた。'41カ
ニングハムの映像に見られるカメラとダンスのバ

ランスのとれた融合は、 このようにお互いの考え

を非常に尊重しあいながら制作するというプロセ

スの中から生まれたのである。

4. 力ニングハムの言説に見る映像メディアに対

する考え方

ビデオやフィルムという映像メディアがもつ特

有の時間的 ・空間的性質に対するカニングハムの

考えを以下にまとめた。 カニングハムはビデオ/

フィルムダンスを舞台化するという作業 も行って

お り、彼の中ではプロセニアム ・ステージ上の時

空間とスクリーン上の時空間は常に比較対象 と

なっていたと思われる。従って彼のこうした映像

メデ ィアの性質への考えは、舞台の時空間との比

較によって導かれていることに注意すべきである。

(1)時間的性質: 情報伝達の速度と視覚的リズム

カニングハムがまず第一に注目した点は、映像

の情報伝達の速度である。彼によると、映像は舞

台よりもはるかに少ない時間で情報を伝達するこ

とが可能であるという。15)映像では見る側は情報

を直ちに受け取るので、 ダンスの動きを舞台と同

じ速度で行うと、時間が長 く感 じられ緩慢な印象

を与えてしまうのである。また彼が述べる映像の

時間的性質の二点目は、映像を結合する編集の段

階で生み出される視覚的リズムである。一つの連

続 した撮影によって得 られる映像の最小単位 は
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ショット(ま たはカット)と 呼ばれるが、 この一

定の時間の長さをもつショットを一定の関係で結

ぶことにより、画面に強弱や変化の調子 といった

視覚的リズムが生まれる。一方で撮影対象である

ダンスにも、動 きが一定の関係でまとまることで、

視覚的リズムが作 り出される。従ってカニングハ
ムはこの映像の結合によって作 り出されるリズム

と、ダンスのリズムがお互い妨げ合 う関係になら

ぬよう調整する必要があるとしている。】6'

(2)空間の連続的性質

映像はカメラによって作 られる視覚的二次空間

であ り、瞬間瞬間の画像が積み重なることによっ

て形成されている。 この一瞬の画像は、舞台 とは

異なり全体をとらえるのではなく、その一部を切

りとって示すという特徴 をもっている。カニング
ハムは舞台と映像の主要な違いとして、この映像

空間の部分的性格を挙げている。17)見ている側は

部分的な画像を次々と見る過程の中で、空間の全

体像を想像する。従って一つ一つの画像は閉じら

れた空間ではな く、常に前後の画面の空間と連続

する関係 にある。舞台の空間が自立 してお り完結

性をもつものだとすると、映像の空間は常に外部
への広が りを感じさせるものだといえる。

またカメラが全体の部分を切 りとるということ

は、撮影対象のある一部分を拡大することを可能

にした。カニングハムは、カメラが動 きの細かい

部分を伝達するという性質に注 目していた。18)そ

れは舞台では見えない細かな動 きの創造(身 ぶり

など)に 挑戦する ことを可能とするが、一方で動

きの粗い雑な部分を目立たせるという短所にもな

り得る。カニングハムはこの点をよく理解 し、ダ

ンスを映像化するときに動 きのフォルム上の細か

い部分にまで注意することの重要性を強調 してい

る。

5. 時間的 ・空間的視点から見たビデオ/フ ィル

ムダンスの特徴

ここで上記のような映像メディアの特質を把握

した上で、 カニングハムがどのような作品づ くり

を試みたのか、その具体的な特徴を作品を例にあ

げながら考察する。ここで取 り上げる『Fractions』・

『Locale』・『Channels/Inserts』の作品背景、主なテー

マや構成については表1に 示 してある。 カニ ング

ハムのビデオ/フ ィルム作品で留意すべ き点は、

全てに共通する特徴と年をおうごとに変化した部

分の両方があることである。 しかしより詳しく見

てい くと、変化 したものとは撮影技術の向上 とと

もに得られた要素であ り、あ くまで基本的な特徴

の延長線上にある。 したがってまず基層 をなす特

徴が土台にあ り、その上に撮影技術 を発展 させた

ことで得た特徴があると思われる。 これをふまえ

た上で、以下 ビデオ/フ ィルムダンスに共通する

特徴 と、時の流れと共に変化 した側面を探 りたい。

(1)カニングハムのビデオ/フ ィルム作品に共通す

る特徴

【時間的側面: フレーズに合わせたカット】

既に述べたように、ビデオ/フ ィルムダンスの

制作において、ショット(カ ット)と いう最小単

位映像が一定の関係で結合される時生 じるリズム

と、ダンスのリズムの調整が問題となる。カニン

表1. 三つの代表的作品とその枠組み

-12-



【図1:

『Locale』 】

15"28 15"29 15"30 15"31

A B C D

【図2:

『Fractions』 】

3"41 3"42 6"51 6"53

A B C D

【図3:

『Channels/lnserts』)

14"23 14"49 14"51 14"55

A B C D

【図4:

『Fractions』 】

19"02 19"07 19"09 19"18 19"19

A B C D E

19"28 19"34 19"39 19"47 19"50

F G H I J

19"55 19"58 20"01 20"02

K L M N
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グハ ム は 「カ ッ トそ の もの の リズ ム は変 え られ な

い た め、 カ ッ トは リズ ム の 内 に組 み 込 むべ き」19)

と考 え、 基 本 的 に場 面 の転 換 は ダ ンス の フ レー ズ

に合 わ せ て お こな っ た。

図1のA～Dは 『Locale』 か らの抜 粋 で あ り、

場 面 の 転換 が動 きの フ レー ズ に沿 っ て タ イ ミン グ

よ くお こな わ れ て い る 一例 で あ る。Aか らCは 一

つ の 場 面 にお け る動 きの流 れ で あ り、Dだ けが 次

の 場 面 で あ る。 こ こで は 背景 は(床 も壁 も)全 て

黒 く、 ダ ンサ ー た ち とカ メ ラ の位 置 を唯 一 教 え て

くれ る の は床 の 上 の 白 い テ ー プ で あ り、Dで は カ

メ ラ に対 しテ ー プ の位 置 が異 な る た め見 る側 が 視

点 が 変 わ った こ とを理 解 で きる。 注 目す べ きな の

は、CとDの 間 に 大 きな視 点 の移 動 が あ る に も関

わ らず、(実 際 の映 像 にお い て)違 和 感 を ま っ た

く生 じさせ な い 点 で あ る。 これ はCで ダ ンサ ー た

ちが左 回 りで ター ンを始 め、 ま さに 回 り終 わ る そ

の 瞬 間 に カ ッ トに よ りDに うつ る か らで あ る。 そ

こで は カ メ ラの リ ズム は 自 らを 主張 しなが ら もダ

ンス の リ ズム と見事 に融 合 して い る。 フ ィル ム研

究 家R. ロー バ ー は、 「[ダンサ ー な ど]動 い て い

る対 象 の “内 的 リズ ム ”("internalrhythms" of the

moving object)」 と 「[カメ ラ の視 線 で あ る]動 い

て い る主 体 の “外 的 リ ズム ”("extemal rhythms" of

the moving subject)」 を対 比 させ る こ とに よ っ て、

カニ ン グハ ム は 新 た な 表現 世 界 を切 り開 い て い る

と述 べ て い る。20)

この よ う な ダ ンス の フ レー ズ に 合 わせ た 映像 の

結 合 を可 能 に して い る 理 由 の 一 つ と して、 カ ニ ン

グハ ムが40年 代 か ら行 って きた、 音 楽 と ダ ンス を

分 離 させ る試 み が 挙 げ られ る。 これ は 「リズ ム構

造 」21)と い う手 法 を用 い て、 ダ ン ス と音 楽 を時 間

の長 さ だ け を共 有 す る とい う関 係 にす る こ とで、

そ れ ぞ れが よ り自 由 な リズ ム を追 求 す る こ と を可

能 に した方 法 で あ る。「私 達 の[ビ デ オ/フ ィル ム]

ダ ンス は音 楽 と連 動 す る もの で は ない の で、 も し

何 か うま くい か ない こ とが あ った 場 合 もあ る 程 度

自由 が き く」22)と カニ ン グハ ムが 述 べ て い る よ う

に、 音 楽 の リズ ム を考 慮 しな くて よい とい う こ と

は、 カ メ ラ とダ ンス の リズ ム関 係 を調 整 す る上 で

大 変 有 利 に働 い た とい え る。

【空 間 的 側 面: ク ロ ー ズ ・ア ップ/連 続 的性 質 を

活 か す構 成 】

カニ ン グハ ム の映 像 作 品の 特 徴 の 一 つ と して、

動 き を細 部 まで伝 達 す る映 像 空 間の 特 性 を活 か し

た ク ロー ズ ・ア ップ の手 法 が あ げ られ る。 最 初 の

ビデ オ ダ ン ス 『Westbeth』(1974)で は、 「も っ と

も興 味深 い こ との ひ とつ 」23)と 彼 自 身が 述 べ る こ

の 手 法 が まず試 み られ て い る。(六つ の セ ク シ ョン

か ら成 る この 作 品 は、 第 ニ セ ク シ ョ ン を主 に ク

ロー ズ ・ア ップ に よっ て撮 られ た映 像 で 構成 され

て い る。)図2は 『Fractions』か らの抜 粋 で あ るが、

図2のA・Bは 顔 に焦 点 を あ て た ク ロー ズ ・ア ッ

プの 例 で あ る。 一 方 図2のC・Dは 身体 部 位 に 着

目 した もの で あ る。 この よ う な ク ロー ズ ・ア ッ プ

の 手 法 は、 カ ニ ン グハ ム の ビ デ オ/フ ィル ム ダ ン

ス全 体 に頻 繁 に見 られ る もの で あ る。

ま た映 像 の 空 間 の 連 続 的 性 質 を利 用 した 新 しい

ダ ン ス空 間の 創 造 に カニ ン グハ ム は大 変 力 を注 い

で い た。 『Channels/Inserts』 は、 異 な る三 つ の 上 演

空 間(ウ エ ス トベ ス ス タ ジ オ 《Westbeth Studio》

の メ イ ン ス タ ジ オ ・小 ス タ ジオ ・廊 下)で 撮 影 さ

れ た ダ ン ス映 像 を組 み 合 わ せ て 作 った もの で あ る。

カニ ン グハ ム は メ イ ン ス タ ジ オ と小 ス タ ジ オの 差

異 を際 立 たせ る ため に、 メ イン ス タ ジ オ を窓 や 壁

を黒 い カ ー テ ンで 覆 い床 も特 殊 な 黒 い 床(Marley

Floor)に す る こ とで真 っ黒 な 空 間(黒 い箱 《black

box》 と呼 ば れ る)を 作 りだ して い る。 舞 台 で は異

質 な空 間で 行 われ た動 き を ほぼ 同 時 に見 せ る とい

う こ と は難 し く、 空 間 を変 え る と き は幕 を ひい た

り、 目 に見 え る仕 掛 け に よ って 行 わ な けれ ば な ら

な い。 しか し映 像 で は どの よ う な空 間 で 行 わ れ る

出来 事 で も自 由 自在 に結 合 す る こ とが で き る ため、
一 つ の 空 間 は他 の 異 質 な空 間 と も連 続 性 を も って

関 わ る こ とが で き るの で あ る。 図3は 『Channels/I-

nserts』か らの抜 粋 で あ る。Aで は廊 下 で 動 きが 行

わ れ て い るが、 その 奥 で 小 ス タ ジ オの 扉 が 開い て

お り、 そ こで 動 きが 行 われ て い るの が 目 え る。 次

に ダ ンサ ー の カ ップ ルが そ の小 ス タ ジ オか らで て

きて(B)、 廊 下 を歩 き(C)、 最 後 に メ イ ンス タ

ジ オ に 入 っ て い く(D)。 こ こ で は 小 ス タ ジ オ ・

廊 下 ・メ イ ンス タジ オ の 関係 が な だ らか な延 長 線

上 で 示 され て い る。 見 る側 は三 つ の上 演 空 間 を分

離 され た もの で は な く、 相 互 に つ な が っ た もの と

して と らえ る こ とが で きる の で あ る。

広 が りを もつ 空 間 の創 造 へ の興 味 も、 そ れ まで

の カニ ン グハ ム の 創作 活動 と密 接 に か か わ っ て い

る。 彼 はバ レエ に 見 ら れ る、(彼 が 「舞 台 の 遠 近

法 」 と よぶ)伝 統 的 空 間構 造 を否定 して きた。 こ

の 従 来 の 空 間 構 造 で は、 空 間 は 正 面 に 向 き合 い、

セ ン タ ー を 中心 に 優位/下 位 とい う序 列 が 存 在 し

た。 これ に対 し全 て の 空 間 に 同等 の 重 要性 を認 め、

「非 焦 点 的 」 空 間 を現 出 しよ う と した の で あ る。

カニ ン グハ ム は この よ う な空 間 を 〈場(field)と

して の 空 間 〉 と呼 び、 「舞 台 空 間 を一 つ の 場 と し

て 扱 う こ とか ら、 カ メ ラは あ る 決 ま った 『主題 』

を追 う と き よ りも拘 束 が 少 な くな り、 よ り自由 な

動 きが で き る」 と述 べ、 そ の 空 間 に対 す る ア プ

ロ ーチ が、 カ メ ラの 特 質 を活 か した 空 間 の 創 造 に

活 か され て い る と して い る。21)

(2)時間 的/空 間 的 側 面 か ら見 た撮 影技 術 の 変 化

次 に、 カニ ン グハ ム作 品 の 基 本 的 特 徴 が どの 面

にお い て 変 化 した の か につ い て 見 て み た い。

【時 間的 側 面: 映 像 の 視 覚 的 リ ズム の 強 調 】
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映 像 作 品 の 創 作 経 験 を重 ね る う ち に、 カニ ン グ

ハ ム は次 第 に ダ ンス とカ メ ラの 両 方 の リズ ム を複

雑 に絡 ませ る よ う に な っ た とい え る。1977年 の

『Fractions』で は ダ ンス の リズ ム を強 調 す る時 と、

カ メ ラの リズ ム を強 調 す る時 と比 較 的 明 確 に分 か

れ てい る。 作 品 の は じめ の 方 は ダ ン スの リ ズ ム に

焦 点 をあ て、 カ メ ラ はパ ン(カ メ ラの 位 置 を固 定

しカ メ ラ本 体 を左 右[上 下]に 動 か す こ と)や ク

ロ ー ズ ・ア ップ な ど を行 うが、 そ の 役 割 は控 えめ

で あ る。 しか しそ の 後、 場 面 の 転 換 が テ ンポ よ く

変 わ る シ ー クエ ンス が あ らわ れ る。 図4は そ の よ

う な シ ー クエ ンス の 一 例 で あ り、A～Nは 一 分 間

(19"02か ら20"02)に お け る場 面 の転 換 を 示 して

い る。 対 象 と な る ダ ンサ ー の 動 き はお さえ て あ り

ほ と ん ど一 瞬 静 止 の ポ ー ズ を と って い る。 そ の 後

キ ャ ロ ル ・アー ミター ジュ(Karole Amitage)と ロ

バ ー ト ・コ ー ヴ ィ ッチ(Robert Kovich)の 約4分

(23"12～27"26)に もわ た る デ ュエ ッ トが ゆ っ く

り した テ ンポ で 行 わ れ る が(図5)、 こ の4分 は

ノー カ ッ トの ロ ン グテ イ クで あ り、 カ メ ラは ほ と

ん ど 目立 った 動 き を行 って い ない。 見 る 側 は カ メ

ラの 存 在 を忘 れ ダ ン スの リ ズム に集 中 す る の で あ

る。 『Fractions』で は この よ う に ダ ンス の リ ズム を

目立 た せ た い と きは カ メ ラの 動 き をお さえ、 カ メ

ラの リ ズム を表 現 した い と きは ダ ンス の 動 き を抑

制 す る、 とい う二 つ の 方 向 性 を もつ とい え る。

1979年 の 『Locale』 で は、 そ れ ま で の 固 定 カ メ

ラの 使 用 に加 え、 移 動 カ メ ラ、 中 で もス テ デ ィカ

ム(Steadicam)と 呼 ば れ る カ メ ラ を導 入 した こ と

で、 カ メ ラ側 の リズ ム の 表 現性 が 飛躍 的 に の び た。

ス テ デ ィカム とは、 身 体 にハ ー ネス をつ け、 そ こ

か ら伸 び た バ ネ付 きの 支柱 で 支 え られ た カ メ ラで

あ り、 カ メ ラは カ メ ラマ ンの 動 きの ス ピー ドに あ

わ せ て撮 影 で き る の で あ る(図8のA参 照)。 こ

の 作 品 の 約6割 は この カ メ ラで撮 影 され て い る。

この 作 品 は 動 きの テ ンポ や ダ ンサ ー の 人 数 な どに

よ って4つ の セ ク シ ョン に分 か れ て い る が、 第 一

セ ク シ ョンで は ス テ デ ィカム が 時 には 速 く時 に は

ゆ った りと した ス ピー ドで ダ ンサ ー を撮 影 して い

く。 この 時 注 目で きる の は、 カ メ ラの動 き を よ り

明 確 に見 せ る た め に ダ ンサ ー は ス トッ プ ・モ ー

シ ョンの よ うな 動 きや ポ ー ズ を して い る とい う点

で あ る。 こ の作 品 で は 『Fractions』に 比 べ カ メ ラ

の リズ ム の 独 自性 は よ り表 現 され て い る が、 カ メ

ラの リ ズム を強 調 す るた め に ダ ンス の 動 き を抑 え

る と い う構 図 は 『Fractions』の時 と同 じで あ る と

い え る。

1981年 の 『Channels/Inserts』 を 見 る と、 ダ ンス

と カ メ ラの リ ズム 関 係 は さ ら に変 化 を遂 げ て い る。

『Fractions』や 『Locale』 で は、 カ メ ラ と ダ ンス の

ど ち らか が テ ンポ よ く動 く時 は、 他 の 一 方 は 静 止

状 態 か 動 き を限 りな く抑 制 す る傾 向 にあ った。 し

か し 『Channels/Inserts』 で は、 ダ ン ス と カ メ ラ は

同 時 に動 き を次 々 と見 せ て い く。 ス テ デ ィ カム で

の 撮 影 は 『Locale』 の 時 とは 異 な り、 ダ ンサ ー は

テ ンポ の よい 動 きの リ ズム を崩 そ う と しな い。 こ

こで は カ メ ラ と ダ ンス の 関 係 は よ り複 雑 に か らみ

あ っ て い る。 ま た 編 集 技 術 の 向 上 と と も に

『Channels/Inserts』 で は新 しい 場 面 転 換 の 手 法 も

試 み られ て い る。 この 手 法 は ア トラス が 「動 くワ

イ プ/移 動 す る 台 紙(animated wipe/traveling

mattes)」25)と 呼 ぶ もの で あ り、 画 面 が 引 き裂 か れ

る よ う に(図6)、 ま た は 画 面 が 少 しず つ ひ び割

れ て 次 の 画 面 に うつ る 装 飾 的効 果 で あ る(図7)。

同 じ時 間 の 長 さ を もつ 映像 の うち、 よ りそ の 中 に

情 報 量(見 慣 れ な い もの)が 多 け れ ば 多 い ほ ど、

理 解 の プ ロセ ス に 時 間 が必 要 とな りそ の映 像 の ス

ピー ドが 速 く知 覚 され る こ とは 映像 研 究 の分 野 に

お い て 明 らか に な っ て い る。26)カ ニ ングハ ム の映

像 作 品 に情 報 量 が 増 え た こ とは、 作 品 全 体 に ス

ピー ド感 を与 え る 結 果 に つ な が っ て い っ た。

【空 間 的 側 面: ス テ デ ィカ ム導 入 に よる空 間 の連

続性 の 強 調 】

空 間 的 な 面 で は、 ス テ デ ィカ ム とい うカ メ ラが

加 わ っ た こ とが 大 変大 きな 変化 を もた ら した。 図

8(『Locale』 の 撮 影 状 況 を お さ め た 記 録 映 像

『Roamin'I』 か らの抜 粋)のBはAの ス テ デ ィカ

ム を用 い て ダ ンサ ー の動 きを撮 っ て い る所 で あ り、

Cは そ の 時 の カ メ ラ 側 か ら見 た 像 で あ る。 ス テ

デ ィカ ム で は カ メ ラ マ ンが 撮 影 の角 度 を微 妙 に変

え、 ダ ンス を今 まで に な い視 点 か ら と ら え る こ と

を 可 能 に し た。 図9は ス テ デ ィ カ ム で と ら え た

『Locale』 か らの シー クエ ンス で あ る。Aで は カ

メ ラは 正 面 か ら ダ ンサ ー二 人 を写 して い るが、 彼

らが 下 に し ゃが み こみ(B～D)、 床 につ く にい

た っ て(E)、 カ メ ラ は彼 らの上 に位 置 してい る。

次 に カ メラ は 別 の カ ップ ル を と らえ(G)、 さ ら に

この 床 に寝 て い る カ ップ ル の 腕 の先 に い る6人 の

ダ ンサ ー を うつ す(H)。 こ のAか らHま で の過 程

で、 カ メラ は ダ ンサ ー た ち を な ぞ る よ うに止 ま る

こ と な く 動 い て い る。 固 定 カ メ ラ を 用 い た

『Fractions』の 場 合 で は、 カ メ ラ の視 点 ・そ の 動

き は制 限 され て い た が、 初 め て ス テ デ ィ カ ム を

使 った 『Locale』 で は 多様 な視 点 ・流 動 的 な空 間

が 示 され る よ うに な っ た。 この よ うに ス テ デ ィカ

ム の使 用 に よ りカ メ ラの 自発性 が 格段 に増 した と

い え る。 そ して この カ メ ラ は 『Locale』 以 後 の カ

ニ ン グハ ム の 作 品 には な くて は な らな い 重 要 な 表

現 手段 とな っ て い る。

6. 後 の 創作 活 動 へ の影 響

時 間 的 側 面 で は、 まず動 きの リズ ム ・流 れ が複

雑 化 した こ とが 挙 げ られ る。 カニ ン グハ ム は 次 の

よ う に述 べ て い る。 「ビ デ オ や フ ィル ム の 仕 事 を
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した こ とで、 テ ク ニ ック的 要 素 を もう一 度 考 え直

す こ とが で きた。 た とえ ば、 テ レビ の 画 面 に流 れ

る ス ピー ドを体 験 し、 テ クニ ック ク ラ スで 全 くこ

れ まで と違 っ た テ ンポ を試 み る よ う に な っ た。」27)

ま た空 間 的 側 面 で は、 ビ デ オ/フ ィル ム ダ ン ス制

作 の体 験 を経 な けれ ば考 えつ か なか っ た よ う な空

間構成 が 可 能 に な っ た と述 べ て い る。28)さ ら に、

よ り詳 細 な ダ ンサ ーの フ ォル ムや 身 振 りに も こ だ

わ りを見 せ る よ う に な っ た。 例 え ば ア トラス に よ

る と 『Gallopade』(1981)と い う作 品 で は、 観 客

側 か ら は見 え ない よ う な部 分 まで 細 か に振 付 け ら

れ て い る と い う。 「こ の よ う な関 心 は 彼 の 作 品 に

以 前 か らみ られ た が、 そ の 作品 に見 られ る程研 究

され て い なか った。」29)

カニ ン グハ ム の振 付 け が、 ダ ンサ ー の 個性 が 見

え る少 人 数 構成 の振 付 け か ら、 次 第 にテ クニ ッ ク

重 視 の 群 舞 構成 に変 化 した とい う こ とは批 評 家 な

ど に よ く指摘 され て い る。30)そ の 時 期 は マ ー ク ・

フ ラ ン コ(Mark Franko)が 「ダ ンサ ー が よ り中性

的(neutral)に な っ た時 期 を厳 密 に言 う の は難 し

い が、 お そ ら く70年 代 後半 だ ろ う」 と述べ る よ う

に、31)70年 代 後 半 か ら80年 代 初期 と言 わ れ て い る。

そ う した 変 化 につ い て未 だ 明確 に 分析 され て お ら

ず、 批 評 家達 が 挙 げ る 一番 の理 由 は、 ダ ンサ ー と

カ ニ ン グハ ム の"年 齢 的 溝"で あ る。 つ ま り、

キ ャ ロ リ ン ・ブ ラ ウ ン(Carolyn Brown)や ビ オ

ラ ・フ ァー バ ー(Viola Farber)に 代 表 され る よ う

に初 期 の ダ ンサ ー た ち は カ ニ ング ハ ム との年 齢 も

近 く、 また そ の ダ ンサ ー数 も少 な く家 族 的 な密 接

な 関係 で あ っ た か ら、 カ ニ ング ハ ム の振 付 け理 念

を よ く理 解 して い た。 また彼 らに は 自分 の個 性 を

動 きで十 分 に表 現 で きる能 力 が あ っ たが、 時 と と

もに テ クニ ッ クは優 れ て い るが 個 性 を打 ち 出せ な

い年 の離 れ た若 い ダ ンサ ーが 増 え た。,そ の た め に

カ ニ ン グハ ム は個 々 の ダ ンサ ー の 質 に着 目 した振

付 け よ り も、 全 体 の構 成 を探 求 す る振 りに変 化 し

た とい うの で あ る。32)

カ ンパ ニ ーが 大 き くな りダ ンサ ー た ち とカニ ン

グハ ム の 関係 が 以 前 ほ ど密 接 で な い こ とが、 彼 の

振 付 け の方 向 を変 化 させ て い る こ とは十 分 に考 え

られ る。 しか し見 落 とされ が ち なの は、 そ の 変 化

が 彼 が 映 像 作 品 の 制 作 に関 わ っ た70年 代 の 後 半 か

らお きて い る とい う点 で あ る。 彼 の 振 付 け ス タ イ

ルが 明 らか に以 前 と異 な るの は、 若 い ダ ンサ ー の

質 に納 得 しない こ と に よ るの で は な く、 む しろ彼

の 興 味 が 移 っ た こ とが 大 きい こ とが 考 え られ る。

つ ま り、 ダ ンサ ーの 質 が 変 わ って カニ ン グハ ム の

興 味 が 変 化 した とい う よ りも、 まず カニ ン グハ ム

の 興 味 が 映 像 作 品 の 影 響 で テ クニ カル な 複 雑 な も

の に変 わ り、 そ れ に合 わ せ て ダ ンサ ー た ちの様 相

が 変 化 した と思 わ れ る。 この こ と を裏 付 け る もの

と して、 次 の カニ ン グハ ム の イ ン タ ヴュ ー で の コ

メ ン トが あ る。

[ど の よ う に作 品が 変 化 して きた か とい う質

問 に 答 え て]以 前 か ら キ ャ ロ リ ン や フ ァ ー

バ ー な どの テ クニ ッ ク に優 れ た 人達 は数 人 い

ま した が、 現 在 は カ ンパ ニ ー全 体 の テ クニ ッ

ク レベ ル は 大 変 上 が っ て い ます。 そ れ は以 前

よ りダ ンサ ー にテ クニ ッ ク を求 め る振 りだ か

らで す。ビデ オ で仕 事 を した こ とが、テ クニ ッ

クの 要 求 を変 え ま した。 また テ クニ ッ クの 要

求 を強 め た だ け で な く、 ダ ンサ ー も変 え ま し

た。33)

80年代以降のカニングハムの作品は動 きのスピー

ド、フォルム、 フォーメーションのどれをとって

も複雑であ り、ダンサーが動 きによって個性を見

せるというのは大変難しい。映像作品の創作にた

ずさわったことが、 カニングハムの振付けの方向

性、 ダンサーの質の変化に大 きく関与 しているの

である。31)

7. まとめ

長い創作活動の中で、カニングハムは様々な方

法により新 しいダンスの時間 ・空間の創造を試み

てきたが、70年 代後半には映像 という新 しいメ

ディアのアプローチが加わった。本稿ではカニン

グハムの映像作品の特徴を考察 したが、その基本

はダンスと映像両方の時間 ・空間的性質を最大限

に活かそうとしているところにある。『Fractions』

/『Locale』/『Channels/Inserts』の三つの作品を通

して検討 した結果、時間的側面でみるとカメラの

動 きや場面転換などダンスのフレーズやリズムを

妨げないように配慮 しながら、撮影テクニックの

進歩 とともに可能な限 りカメラ独自のリ・ズムを表

現する方向に進んでいる。また空間的側面では、

舞台では見られない身体の表情を映 し出 し、ステ

ディカムなど移動カメラの使用によりカメラの限

定された視野を感 じさせないような空間の広が り

を創出している。注目すべき点は、映像作品の創

作活動がカニングハムの振付けスタイルに及ぼし

た影響である。これまで70年 代後半から80年代の

動きの複雑な振付けへの変化の理由として、若い

ダンサーに個性を打ち出せる者が少な く、個々の

ダンサーより全体的なダンサーどうしの関係に彼

の興味が移ったことが挙げられることが多かった。

しか しカニングハム自身の説明を見ると、それ以

上に映像メデ ィアに関わったことが変化の一番の

要因であったことがわかるのである。

カニングハムは作品を 「完成」 したものではな

く、プロセスの一つの通過点に過 ぎないと常に述

べている。映像作品もあくまでりつの実験であり、

むしろ重要なのはカニングハムがそこで何を学び

その後の振付けにどう活かしていったかである。
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彼はビデオ/フ ィルムダンスの制作 を通 して映像

的な時間 ・空間的感覚を身につけたあと、それを

さらに発展 させ る形で、80年 代後半以降 コ ン

ピューターという新しいメディアによる振付けに

取 り組んでいる。 ビデオやフィルムとコンピュー

ターではどのような点が異なるのか。 コンピュー

ターの使用が彼の振付けに影響を及ぼしたとした

ら、それはどのような点であろうか。これらを今

後の研究課題 としていきたい。

[本稿は平成10年 度第46回 舞踊学会に於ける研究

発表に基づいている。]
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